
平成24年１月25日発行 （6）議 会 だ よ り

難
し
い
が
、
各
機
関
の
委
員

選
出
の
際
に
可
能
な
限
り
女

性
の
選
出
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。
な
お
、
今
回
の
県

の
地
域
防
災
計
画
の
改
正
で

は
、
避
難
所
設
置
・
運
営
に

関
す
る
改
正
の
中
で
、
女
性

に
配
慮
し
た
避
難
所
の
管
理

運
営
を
行
う
と
し
て
い
る
の

で
、
本
市
に
お
い
て
も
配
慮

し
て
い
き
た
い
。

質問
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

質問
災
害
被
災
者
支
援
基
金

時
に
近
い
状
態
で
残
さ
れ
て

い
る
と
い
う
点
で
貴
重
な
文

化
財
と
い
え
る
。
貴
重
な
歴

史
遺
産
を
将
来
に
守
り
伝
え

て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
の

努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

所
有
者
の
方
の
ご
協
力
も
不

可
欠
で
あ
る
。

　

今
後
も
所
有
者
の
方
の
意

向
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質問
名
主
奥
貫
友
山
企
画
展

質問
河
川
氾
濫
等
危
険
箇
所

た
に
採
用
し
た
。
障
害
の
あ

る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
収
入

の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
て
工
賃
ア
ッ
プ
等

に
つ
な
が
る
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
市

と
し
て
は
、
引
き
続
き
障
害

者
の
就
労
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
障
が
い
者
施
策
の
充
実
を

質問
駅
西
口
有
料
化
の
駐
輪
場

を
解
消
す
る
為
、
相
談
窓
口

の
設
置
に
つ
い
て
も
関
係
機

関
と
調
整
し
て
検
討
す
る
。

　

子
育
て
支
援
、
健
康
づ
く

り
は
重
点
課
題
で
あ
る
が
、

不
育
症
治
療
へ
の
公
費
助
成

は
、
市
と
し
て
も
新
た
な
取

り
組
み
で
あ
り
事
業
化
に
あ

た
っ
て
は
、
部
内
で
の
検
討

状
況
、
又
、
他
市
の
状
況
等

も
踏
ま
え
、
市
全
体
の
施
策

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質問
不
育
症
治
療
へ
公
的
支
援

査
定
に
反
映
で
き
る
仕
組
み
、

従
来
の
事
務
事
業
評
価
の
経

験
と
資
産
の
活
用
、
評
価
結

果
等
の
情
報
を
出
来
る
限
り

市
民
に
公
開
す
る
制
度
を
取

り
入
れ
て
、
平
成
24
年
度
か

ら
の
実
施
に
向
け
て
検
討
し

て
い
る
。

　

な
お
、
新
制
度
施
行
後
に

お
い
て
も
、
絶
え
ず
見
直
し

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質問
行
政
評
価

場
の
井
戸
に
よ
り
、
必
要
な

水
の
確
保
は
可
能
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

民
間
の
井
戸
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
水
質
の
維
持
管
理
等
、

課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
災

害
時
の
生
活
用
水
の
協
力
に

つ
い
て
、
関
係
部
署
と
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質問
災
害
か
ら
命
を
守
る
施
策

質問
古
谷
保
育
園

質問
歴
史
風
致
維
持
向
上
計
画

問
地
域
防
災
計
画
に
は
女
性

を
含
む
災
害
弱
者
の
視
点
が

必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。

　

防
災
会
議
の
委
員
の
う
ち

市
長
に
任
命
権
が
あ
る
も
の

は
是
非
女
性
の
登
用
を
！

答
市
長　

本
市
の
防
災
会
議

に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
現

在
、
委
員
37
名
中
女
性
は
２

人
で
あ
る
。
市
の
防
災
会
議

の
組
織
は
「
充
て
職
」
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
特
に
女
性

の
登
用
を
配
慮
す
る
こ
と
は
、

問
寛
保
２
年
の
大
水
害
の
折

私
財
を
な
げ
う
ち
被
災
民
救

済
と
地
域
復
旧
に
尽
力
し
た

奥
貫
友
山
の
功
績
を
、
広
く

永
く
語
り
つ
ぎ
、
貴
重
な
遺

産
の
保
存
に
努
め
る
べ
き
。

答
教
育
総
務
部
長　

「
埼
玉

ゆ
か
り
の
偉
人
」
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
奥
貫
友
山

の
救
済
活
動
は
後
世
に
永
く

語
り
継
が
れ
て
き
た
。

　

奥
貫
家
住
宅
は
、
江
戸
時

代
の
名
主
屋
敷
の
全
体
が
当

問
空
店
舗
借
上
げ
や
市
の
イ

ベ
ン
ト
等
で
出
店
機
会
を
増

や
し
、
市
の
清
掃
業
務
や
成

人
式
等
の
記
念
品
を
授
産
施

設
等
に
発
注
し
就
労
を
も
っ

と
支
援
で
き
な
い
か
。

答
福
祉
部
長　

就
労
支
援
に

係
る
取
り
組
み
と
し
て
、
昨

年
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
を
石
原
町
に
移
転
し
、
職

員
も
増
員
す
る
と
と
も
に
、

今
年
７
月
か
ら
は
非
常
勤
で

は
あ
る
が
社
会
福
祉
士
を
新

問
適
切
な
検
査
治
療
を
行
え

ば
高
い
確
率
で
出
産
に
至
る

不
育
症
治
療
に
関
し
て
も
広

報
に
よ
る
啓
発
を
始
め
検
査

治
療
へ
の
公
費
助
成
と
相
談

窓
口
の
早
期
開
設
を
求
め
る
。

答
保
健
医
療
部
長
※　

不
育

症
に
関
す
る
情
報
の
Ｈ
Ｐ
へ

の
掲
載
や
母
子
健
康
手
帳
配

布
時
を
利
用
し
た
啓
発
活
動

の
実
施
等
、
正
し
い
知
識
の

周
知
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

共
に
、
不
育
症
の
方
の
不
安

問
検
討
中
の
行
政
評
価
制
度

に
は
、
外
部
評
価
機
能
を
も

た
せ
、
次
年
度
予
算
に
反
映

で
き
る
仕
組
み
と
し
、
結
果

は
市
民
に
公
開
す
る
姿
勢
で

来
年
度
か
ら
実
施
を
。

答
政
策
財
政
部
長　

新
た
な

行
政
評
価
の
仕
組
み
は
具
体

的
な
検
討
を
経
て
い
な
い
構

想
段
階
に
あ
る
が
、
現
段
階

で
は
、
公
開
事
業
点
検
の
仕

組
み
を
取
り
入
れ
た
外
部
評

価
機
能
、
評
価
結
果
を
予
算

問
市
民
や
事
業
者
所
有
井
戸

の
調
査
を
行
い
、
市
が
災
害

協
力
井
戸
を
登
録
し
、
災
害

時
に
断
水
家
庭
な
ど
が
利
用

で
き
る
制
度
を
創
設
す
べ
き

で
は
な
い
か
問
う
。

答
総
務
部
長　

災
害
時
の
生

活
用
水
の
協
力
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
に
必
要
な
生
活
用
水

の
確
保
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
、

プ
ー
ル
や
災
害
用
給
水
井
戸

等
の
水
の
活
用
、
ま
た
浄
水
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療
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ま
た
、
東
京
商
工
リ
サ
ー

チ
の
調
べ
に
よ
る
、
県
内
の

企
業
倒
産
件
数
の
状
況
か
ら

も
、
零
細
企
業
を
中
心
と
し

た
不
況
型
倒
産
が
続
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
と

し
て
も
、
地
域
経
済
振
興
の

た
め
、
出
来
る
限
り
の
施
策

を
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

質問
放
射
能
か
ら
健
康
を
守
る

質問
地
域
経
済
と
国
の
施
策

質問
公
共
交
通
空
白
地
域
施
策

　

議
案
第
78
号
「
川
越
市
学
童
保
育
室
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
」
は
今
定
例
会
で
原
案
可
決
と
し
ま
し
た
が
、
議
会
と
し
て
は
そ

の
施
行
に
あ
た
り
、
市
に
対
し
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
附
帯
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

部
に
１
箇
所
整
備
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
他

の
地
域
に
整
備
す
る
方
向
で

医
師
会
と
協
議
を
進
め
た
い
。

保
育
所
で
実
施
す
る
体
調
不

良
児
対
応
型
に
つ
い
て
は
、

保
育
所
内
の
施
設
整
備
な
ど
、

解
決
す
べ
き
課
題
が
多
い
こ

と
か
ら
、
ま
ず
、
病
院
等
で

の
実
施
に
向
け
、
医
師
会
に

協
力
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

質問
子
育
て
支
援

質問
旧
川
越
街
道
の
安
全
対
策

問
市
民
税
の
落
ち
込
み
を
改

善
す
る
た
め
に
は
、
不
況
と

重
い
消
費
税
な
ど
で
苦
し
む

小
規
模
事
業
者
へ
地
域
経
済

振
興
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
市
長
※　

現
在
集
計
中
で

あ
る
本
年
度
「
川
越
市
景
気

動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
市

内
業
者
は
、
売
上
不
振
、
同

業
者
間
の
競
争
の
激
化
、
原

材
料
高
、
販
売
納
入
先
か
ら

の
値
下
げ
要
請
等
の
問
題
点

を
抱
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
現
在
、
実
施
施
設
は
、
愛

和
病
院
の
１
施
設
と
な
っ
て

い
る
。
子
育
て
プ
ラ
ン
に
は

目
標
と
し
て
13
箇
所
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
の
予
定
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
福
祉
部
長　

子
育
て
プ
ラ

ン
で
は
26
年
度
ま
で
の
目
標

と
し
て
13
箇
所
揚
げ
て
い
る
。

病
院
等
に
委
託
す
る
病
児
対

応
型
・
病
後
児
対
応
型
施
設

は
20
年
度
に
東
部
地
域
に
１

箇
所
整
備
し
、
今
年
度
中
央

日
本
共
産
党 

柿　

田　

有　

一

日
本
共
産
党 

今　

野　

英　

子

地
域
経
済
振
興
へ
対
策
強
化
を

病
児
・
病
後
児
保
育
の
拡
充
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議案第78号に関する附帯決議

　学童保育室の保育料改定については、本会議並びに文
化教育常任委員会において多くの質疑が行われたが、今
後はそれらを踏まえて次の点に注意して進められたい。

１　 公設公営の徹底を図り、責任を持った学童保育室の
運営に努めること。

２　 今後は、保護者への十分な説明責任を果たすととも
に、信頼関係の回復に努めること。

３　 保育料の改定については、近隣他市との均衡を図る
とともに、過度な市民負担を課すことがないよう留
意し、適時見直しの検討を図ること。

４　施設改修についても、今後必要な検討を進めること。

　右、決議する。
　　平成23年12月16日 川　越　市　議　会　

原発からの撤退及びエネルギー政策の
見直しを政府に求める意見書の川越市
議会での採択を求める請願書

（保健福祉常任委員会に付託）

審議の結果

不　採　択

請願第１号




